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澄
み
わ
た

っ
た
秋
空
に
誘
わ

れ

て
、
御
堂
筋
の
銀

杏

の
ご

機
嫌
伺
い
に
き
た
。
ビ
ル
の
谷

間
か
ら
も
れ
て
く
る
陽
光
に
照

ら
さ
れ
た
銀
杏
は
、
黄
色
に
輝

い
て
い
た
。
し
か
し
ま
だ
三
分

の
黄
葉
で
あ

っ
た
。

陽
光
を
浴
び
て
輝
い
て
い
る

も
の
が
、
も
う

一
つ
。
女
性
の

彫
像
「ジ
ル
」
（朝
倉
響
子
作
）

で
あ

っ
た
。
筋
肉
質
な
プ
ロ
ポ

ー
シ

ョ
ン
と
何
か
を
求
め
て
い

る
瞳
が
、
そ
こ
に
あ

っ
た
。
観

る
者
に

「生
き
て
い
て
良
か

っ

た
」
と
思
わ
せ
る
不
思
議
さ
が

あ
る
。
昔
、
ク
ロ
ッ
キ
ー

（
速

写
画
）
を
し
て
い
た
時
に

「女

性
の
か
ら
だ
に
は
、
宇
宙
に
あ

る
す
べ
て
の
線
が
集
ま

っ
て
い

る
の
よ
」
と
、
先
生
に
教
え
ら

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

で
活
躍
中
と
い
う
感
じ
。
昭
利

の
初
め
か
ら
、
大
阪
の
近
代
化

に
貢
献
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

資
料
に
よ
る
と
、
昭
和
初
期

の
ガ
ス
ビ
ル
は
大
阪
城
の
見
え

る
展
望
和
洋
食
堂
を
備
え
、
３

階
吹
き
抜
け
の
講
演
場
で
は
、

エ
ン
タ
ツ

・
ア
チ
ャ
コ
の
漫
才

な
ど
も
聞
け
る
ガ
ス
ビ
ル
趣
味

的
貢
献
は
続
け
ら
れ
た
。

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
と
生
セ
ロ

リ
が
楽
し
め
る

「ガ
ス
ビ
ル
食

堂
」
は
西
洋
料
理
を
、

「ガ
ス

料
理
講
習
会
」
は
ガ
ス
の
快
適

。
安
全
な
調
理
を
、
そ
れ
ぞ
れ

普
及
さ
せ
た
。
明
る
く
ゆ

っ
た

り
し
た
ス
ペ
ー
ス
の
喫
茶
室
も

伝
統
を
引
き
継
い
で
い
る
。
最

近
利
用
し
た
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

（無
料
）
の
ベ
ン
チ
機
能
も
う

れ
し
い
。
戦
後
の
事
業
拡
大
に

伴
い
、
昭
和
４‐

（
１
９
６
６
）

年
に
北
館
を
増
設
し
て
い
る
。

１
階
入
り
口
に
ガ
ス
灯
が
と

も

っ
て
い
て
、

「あ
れ

っ
！
」

「生
き
る
」を
感
じ
さ
せ
る
女
性
像

平
野
町
３
丁
目
交
差
点
東
側

角
に
立

つ
と
、
足
元
で
は
手
の

入

っ
た
花
壇
が
、
向
か
い
で
は

見
慣
れ
た
大
阪
ガ
ス
の
ビ
ル
が

迎
え
て
く
れ
た
。
全
体
は
伝
統

的
な
建
物
の
よ
う
な
趣
だ
が
、

１
階
フ
ロ
ア
は
現
役
バ
リ
バ
リ

の
会
や
名
画
鑑
賞
会
が
開
か
れ

て
い
た
。
ガ
ス
器
具
陳
列
と
ガ

ス
料
理
講
習
室
な
ど
の
施
設
も

あ
り
（
事
業
所
と
い
う
よ
り
文

化
施
設
で
あ
る
。
今
流
で
い
う

と
、
ソ
フ
ト
を
売

っ
て
ハ
ー
ド

・
商
品
を
売
る
戦
略
で
あ
る
。

戦
時
中
は
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル

で
真

っ
黒
に
迷
彩
塗
装
し
て
敵

機
の
目
を
そ
ら
し
、
各
室
の
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
じ
て
大
空

襲
の
戦
火
か
ら
免
れ
た
。
終
戦

直
後
、
進
鰹
軍
の
接
収
に
よ
る

空
自
期
間
は
あ

っ
た
が
、
文
化

と

一
瞬
思
う
が
、
大
阪
ガ
ス
は

ガ
ス
灯
の
供
給
が
初
期
の
目
的

で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
南
館

の
建
築
物
は
、
戦
前
の
ア
ー
ル

デ
コ
様
式
の
代
表
作
と
さ
れ
、

「大
阪
ガ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

の
名
称
で
国

・
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
の
本
格
的
な
都
市
化
は
、

昭
和
８

（
１
９
３
３
）
年
の
ガ

ス
ビ
ル
の
オ
ー
プ
ン
と
、
２
カ

月
後
の
地
下
鉄
御
堂
筋
線
の
開

通
か
ら
始
ま

っ
た
と
言
え
そ
う

だ
。
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